研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑２Ｆ介護　　職　種　介護員　　氏　名　河原　範之

	期　　間　　平成21年10月18日　～　平成21年10月18日

	出張目的　第18回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　私は今回の様な研修会に初めて参加させて頂き、他施設の取り組みや、介護の現状、共通課題など様々な事を学習出来ました。介護職に就いてから1年と8ヶ月経ちましたがまだまだ自分の未熟さ、知識不足も同時に感じました。さらに今回南山苑の代表として発表者になり、また研究グループの一員として言葉が足らず上手く伝える事が出来ない、上手く文章に出来ないなどの自分の能力の低さに愕然とした事も事実でした。しかし、今このタイミングでこの研修会に参加したことが今後、自分にどれだけプラスに作用し、これからの自分を高める経験になったことも強く実感しました。

　様々な研究発表を聞き、どれも利用者様の気持ちを第一に考えた取り組みで、南山苑でも活用できると感じた取り組みがいくつかありました。今回の経験を活かし、さらなる知識・技術の向上に励み、利用者様へ安全であり快適かつ充実した生活を提供していきたいと思います。

　また私達の今回の取り組みから、継続することでこれからもたくさんの可能性が生まれることを実感しました。まだまだ変えていかなければいけない、間違った認識、風習などが目に見えるようになったのも成長の証だと感じます。

　　　＜研修要旨＞

　「和のビデオ体操」が施設利用者の身体機能および生活に与える影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護老人福祉施設　寿幸園

生活支援の1つとして、個々に適した運動や体操の提供に努めているが、機能訓練指導員のみの関わりでは提供出来る頻度が限られる。より日常活動性の向上を働きかけるためには、他職種と協働した提供が必要なため、低負荷（2～3Mets）の健康体操「和のビデオ体操」を考案し、模範ビデオを作成・実行し身体機能の向上と生活面の良好な変化がみられた。

対象：体操に参加された施設利用者15名中、6週間継続して参加された12名。

方法：①「和のビデオ体操」はウォーミングアップ、柔軟性と敏捷性の運動、クーリングダウンの3つ

　　　で構成し、6週間継続し実施する。(3～5回／週、1回20分)

　　　②身体機能の測定項目を、関節可動域、棒落下テスト、主観的疲労感と初回と最終回に実施。

　　　③生活面は体操後のアンケートとし、最終回に実施。

結果：身体面では個人差はあるが、全体的に柔軟性と敏捷性の向上および疲労感の軽減みられた。

　　　生活面では身体が軽くなった、食事が美味しく感じた等の感想聞かれ、散歩の機会が増えた、自

　　　然排便が促されなどの効果が得られた。

＜考察＞

この研究は適度な運動を、毎日の習慣に取り入れてADL向上をはかりつつ、私達が日々日常業務に追われながらも短い時間を使って効率よく運動や体操を提供していくという取り組みでした。

自分も毎日の業務に追われる日々であり、体操も出来た日、出来なかった日と分かれています。第一に考えられる原因は充分な人員の確保が出来なかったことです。安全面、機能面から考えても２名から３名は確保しなければならないと考えていました。職員の欠勤やホールの状況は日々変動しており、毎日決まった人員を充てることには至っていませんでした。しかし、利用者様の中には体操を楽しみにしておられ、毎朝テレビで流れる体操を日課にされている利用者様も居られるのでどうにかならないかと考えていました。個人的に毎朝体操されている利用者様は生活リズムが整っており、朝から活発に生活されていると感じていました。そこでこの取り組みを聞きました。とても魅力的な取り組みであり、人員不足の解消、また難聴の利用者様や車椅子の利用者様も簡単に行える事、ビデオ体操なので体操の時間として定時に行える事などから私も試みたいと考えています。また、決まった動作を繰り返す事で動きを覚えるなど、利用者様の楽しみの一つになり生活に活気ができ、利用者様同士のコミュニケーションにまで繋がるなどの相乗効果にも期待しています。どの取り組みも介護職だけでは難しく、他職種との協働にも積極的に取り組み利用者様の健康および生活面の充実を図りたいと考えています。

デイサービスにおける脳活性化に向けた取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デイサービスセンターやすかた

脳の前頭前野を活性化することが認知症の緩和、症状の改善をもたらす事が科学的にも証明されてきている。それを活かすものとしていままでもレクリエーションで言葉の連想ゲームを行っていたが、個人個人で言葉を考えてもらうために50音カードを使用ししりとりを実施し多くの変化がみられた。

目的：自分で言葉を考える

期間：2008年1月14日～現在

対象者：施設利用者（1日平均25名）

方法：「しりとりゲーム」を通して一人ひとりに答えてもらう。

＜考察＞

この取り組みは、とても簡単で職員とのコミュニケーションがとりやすくなおかつ利用者様に自分で考えてもらい言葉を引き出し脳の活性化に繋がると思います。職場にはいりたての時期は、利用者様と上手く会話も出来ず右往左往していたことをいまでも覚えています。しりとりは日本人なら誰でも知っている「言葉遊び」であり、これからもなくなることのないものでもあると思います。また利用者様の認知症度にあわせて変化をつけることも可能であり、今後も継続することで認知症の緩和、改善に繋がると感じました。また、しりとりをする事で職員の利用者様が何を伝えたいのか？どういう言葉を考えるのか？という相手を知ろうとする思いができ、より深いコミュニケーションに繋がると思いました。蓄えられた知識や言葉を引き出し、利用者様自身の言葉が聞ける良い取り組みでした。

当施設職員の腰痛に関する実態と対策　第2報

～腰痛予防対策に取り組んで～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護老人保健施設　　すずかけの里

施設利用者の介護度の重度化、介護量の増大に伴い腰痛を訴える職員が多い。毎年腰痛予防対策を施設内勉強会に取り入れているが、個々の意識不足により、その予防対策が継続的に実施されていないのが現状ある。そこで、個々の問題としてではなく、施設全体での取り組みが必要と考え、調査を基に対策を検討・実施する。

対象：当施設で直接介護ケアにあたる職員58名（看護師11名、介護福祉士30名、リハビリスタッフ8名、介護スタッフ当9名）

方法：調査用紙を用いた腰痛に関する聞き取り調査。腰痛対策の勉強会の実施。毎日の簡単なストレッチの実施。腰痛体操の実施（個別指導）

＜考察＞

やはり結果として挙げられていたのはトランスファーや中腰姿勢での利用者に関わる直接的なケアでした。初めて実務を経験してから、自分の頭に挙がる悩みも腰痛は欠かせない問題でした。自分の周りを見てもコルセット使用している職員が多数いるため、とても感心がある取り組みでした。

技術不足により２０代の職員に多いという結果を受けて、自分は２０代ではないが介護職に就いてまだ２年も経たない新人であり、自分自身がその中の一人に入っていると感じました。技術を高めて腰痛を予防・軽減できることは認識しているが、個人で学習すると理解することから始まりなかなか実践するまでには至っていませんでした。実践的に研修に参加する方法がベストだがなかなか時間を作れずに結局行けずじまいで、腰が痛いと感じたら銭湯に行きゆっくり湯につかり軽減させる事しかしていない。それが私の対策でした。個人の問題とせずに施設全体の問題として捉えており、とてもすばらしいと思いました。毎朝全職員のストレッチ体操、自宅でも行えるストレッチや腰痛体操の指導、施設全体の問題に捉えることで、個々の意識が高まるなど結果が着実に向上していました。ぜひ南山苑でも取り組んでもらいたいと思いました。
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